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恵那市の情報を分かりやすくお伝えします！

今月の

ベスト
ショッ

ト

園児ら
が敬老

を祝う

　9月
13日、

山岡町
敬老会

が山岡
農

村環境
改善セ

ンター
で開催

され、
高齢

者約10
0人が

参加し
ました

。アト
ラ

クショ
ンでは

、山岡
保育園

の園児
48

人が高
齢者 1

人 1 人
の後ろ

に立ち
、

音楽に
合わせ

て肩た
たき。

高齢者
らは

気持ち
よさそ

うに目
を細め

ていま
し

た。こ
の他、

山岡小
学校の

４年生
も駆

け付け
、歌な

どで敬
老を祝

いまし
た。
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基
盤
づ
く
り
を
着
実
に
推
進

新
市
の
繁
栄
を
目
指
し

目標の４００万人を達成

▲地域協議会が地域懇談
会を開催

▲平成16年10月25日に市役所前で行われた開庁式

　
個
性
生
か
し
調
和
を
図
る

　
平
成
１６
年
１０
月
２５
日
、
旧
恵
那
市
と
岩

村
町
、
山
岡
町
、
明
智
町
、
串
原
村
、
上

矢
作
町
の
１
市
４
町
１
村
が
合
併
し
、
新

生
「
恵
那
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
当
時
、

合
併
に
当
た
り
４
割
程
度
の
項
目
が
未
調

整
と
し
て
新
市
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

新
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
し

な
が
ら
、
未
調
整
項
目
の
解
消
に
努
め
ま

し
た
。

　
市
で
は
、
合
併
直
後
か
ら
全
国
で
も
先

駆
け
と
な
る
地
域
自
治
区
制
度
を
導
入
。

地
域
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
各
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
１８
年
３
月
に
は
、
市
総
合
計
画
や

市
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
。
各
地
域
の

個
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
全
体
の
調
和
を

図
る
と
と
も
に
、
足
腰
の
強
い
行
財
政
基

盤
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

　
施
設
の
整
備
で
は
、
火
葬
場
「
え
な
斎

苑
」、
市
中
央
図
書
館
、
市
消
防
防
災
セ

ン
タ
ー
な
ど
が
新
し
く
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
市
を
取
り
巻
く
状
況
と
し
て
は
、
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
中
間
駅
が
隣
の
中
津

川
市
に
決
ま
っ
た
こ
と
や
、
岩
村
城
跡
が

「
日
本
１
０
０
名
城
」
に
認
定
さ
れ
た
こ

と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
１０
月
１１
日
㈯
に
記
念
式
典

　
市
で
は
、
10
周
年
を
記
念
し
、
10
月
11

日
㈯
に
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
記
念
式
典

を
開
催
し
ま
す
。
入
場
は
会
場
の
都
合
で

招
待
者
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市制
１０周年

祝

　平成18年３月に ｢人 ･地域 ･ 自然が調和し
た交流都市｣ を将来像とした、市総合計画を策
定。平成27年度
までの10年間の基
本構想を示しまし
た。基本計画では、
市町村合併に伴う
基本的な枠組みの
変化に対応する新
たな市の基礎を築
くよう定めました。
　基本目標の柱は６本。「健やかで若さあふれ
る元気なまち」「豊かな自然と調和した安全な
まち」「快適に暮らせる便利で美しいまち」「活
力と創造性あふれる魅力あるまち」「思いやり
と文化を育む人づくりのまち」「健全で心の通っ
た協働のまち」です。
　計画に基づき、これまでには「中学校卒業ま
での子どもの医療費助成」「水道未普及地域の
解消」「全市域にケーブルテレビネットワーク
を構築」「第 3期テクノパーク（工業団地）へ
の誘致」「学校をはじめとする公共施設の耐震
化」「まちづくり基金による市民のまちづくり
の支援」など、まちづくりの基盤となるさまざ
まな施策を行ってきました。

　生涯学習都市「三学
のまち恵那」宣言は、
「社会に役立つ有為な
人になろうとの高い志
を抱いて、学び続けれ
ば、その精神は朽ちる

ことがない。より良い自分を目指して生涯学び
続ける人は、いつまでも人の心に残る人になる」
と説く、郷土の先人佐藤一斎の三学の精神を理
念として、平成23年 4月 1日に制定されまし
た。
　生涯学習のまちづくりを進める「三学のまち
恵那」を実現するため、「読書のすすめ」、「求
めて学ぶ」、「学んで生かす」、の三つの柱から
なる市民三学運動に取り組んでいます。

　平成18年 3月に「市
行財政改革大綱」と「市
行財政改革行動計画」を
策定しました。
　行財政改革では、財政
的な削減としては、職員
定数の適正化、市債の繰
り上げ償還、市税などの
収納率の向上、地域集会

施設の地元移譲などで効果を挙げました。
　この他、市民の視点に立った行政サービスの
質の向上や情報共有による市民参画の促進、変
革の時代に対応できる人材育成と組織改革、市
民との協働によるまちづくりシステムの確立に
も取り組みました。

　平成17年 1月、市町村合併前の旧市町村の
区域に 6の地域自治区を設置し、平成19年 4
月には、旧恵那市の町単位に 8の地域自治区
を設置。全域に13の地域自治区が出来ました。
　各地域自治区では、
地域協議会が設けら
れ、地域のまちづくり
に関する意見や、住
民と行政の連携など
に関する意見などを
取りまとめています。

市政のピックアップ

　平成 24年、市の年間観
光交流人口の数が目標の
400 万人を達成しました。
市では、平成16年に年間
293 万人だった観光交流
人口を、平成27年までに
400 万人にする目標を掲
げていました。目標達成に
は、各方面との連携や観光客の誘致、地域での
取り組みなどが功を奏しました。

　
本
市
は
10
月
、
市
町
村
合
併
を
し
て
か
ら
１０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
で
は

こ
れ
ま
で
、
総
合
計
画
や
行
財
政
改
革
大
綱
を
定
め
、
新
市
の
繁
栄
を
目
指
し

て
基
盤
づ
く
り
を
着
実
に
推
進
。
歴
史
や
文
化
が
違
う
ま
ち
が
一
つ
に
な
っ
て

同
じ
目
標
に
向
か
い
、
行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
10
年
間
の
取
り
組
み
や
出
来
事
な
ど
を
振
り
返
り
ま
す
。

新市ではさまざまな施策が行われてきました。ここでは、
市政の中で行われてきたことの一部を紹介します。

市政のピックアップ

▲記念碑の除幕式

▲市内の各地域でに
ぎわいを創出

▲施策を盛り込んだ市総合
計画の計画書

▲行財政改革の大綱
と行動計画

総合
計画

生涯学習
都市

行財政
改革

地域
自治区

観光交流
人口

６の基本目標を定める 地域づくりの体制整備

費用を抑え効率高める

三学のまち恵那を宣言
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■
12
月
25
日
　
明
知
鉄
道
「
極
楽

駅
」
開
業

■
３
月
２
日
　「
市
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
」
運
用
開
始

■
４
月
１
日
　
岩
村
診
療
所
に
「
市

透
析
セ
ン
タ
ー
」
開
設

■
９
月
５
日
　
く
し
は
ら
温
泉

「
さ
さ
ゆ
り
の
湯
」
入
館
者
が
１
０

０
万
人
を
達
成

■
10
月
23
・
24
日
　
嚶お
う
め
い鳴
フ
ォ
ー
ラ

ム
市
長
サ
ミ
ッ
ト
開
催

■
11
月
８
日
　
市
制
５
周
年
記
念
式
典

を
開
催

■
２
月
１
日
　
光
Ｉ
Ｐ
電
話
開
通

■
３
月
20
～
22
日
　
明
知
鉄
道
で

Ｄ

※

Ｍ
Ｖ
が
線
路
と
道
路
で
実
証
実
験

■
４
月
22
日
　
市
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
が
笠
置
町
に
完
成

■
６
月
27
日
　
国
重
要
文
化
財
の
武
並

神
社
本
殿
を
再
建

■
７
月
26
日
　
恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー
ク

第
３
期
拡
張
工
事
が
完
成

■
９
月
17
日
　
恵
那
駅
隣
に
「
え
な
て

ら
す
」
が
オ
ー
プ
ン

■
11
月
27
日
　
実
践
女
子
学
園
と
市

が
連
携
協
定
締
結

■
４
月
１
日
　
三
学
の
ま
ち
恵
那

を
宣
言
。
市
総
合
計
画
後
期
計
画
・

第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
ス
タ
ー
ト

■
４
月
29
日
　
映
画
「
ふ
る
さ
と
が
え

り
」
が
上
映

■
６
月
７
日
　
Ｊ
Ｒ
東
海
が
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
の
県
内
中
間
駅
を
中
津
川
と

発
表

■
７
月
31
日
　
大
正
百
年
記
念
式
典

を
開
催

■
９
月
20
日
　
局
地
的
豪
雨
で
中
野
方

町
に
初
め
て
避
難
勧
告

■
１
月
28
日
　
ぎ
ふ
清
流
国
体
ス
ケ
ー

ト
競
技
開
催

■
４
月
20
日
　「
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ

ザ
」
が
完
成

■
９
月
15
日
　
次す

き
ま
い米
み
の
り
祭
で
五
つ

の
祭
り
を
開
催

■
10
月
６
日
　
ぎ
ふ
清
流
国
体
弓
道
競

技
開
催

■
２
月
９
日
　
大
井
宿
が
岐
阜
の
宝
物

に
、
明
知
鉄
道
と
笠
置
山
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
エ
リ
ア
が
明
日
の
宝
物
に
認
定

■
３
月
23
日	

岩
村
城
下
町
で
日
本
一

長
い
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

■
９
月
　
市
の
観
光
交
流
人
口
が
目
標

の
４
０
０
万
人
を
達
成

■
９
月
20
日
　
Ｊ
Ｒ
東
海
が
リ
ニ
ア
の

環
境
影
響
評
価
準
備
書
で
市
内
の
路
線

を
公
表

■
11
月
18
日
　
国
道
19
号
恵
那
―
中
津

川
間
の
４
車
線
化
が
完
成

■
３
月
27
日
　
観
光
ポ
ス
タ
ー
が
最
高

の
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞

■
３
月
31
日
　
吉
田
小
学
校
が
閉
校
し

明
智
小
学
校
と
統
合

■
10
月
11
日
　
市
制
10
周
年
記
念
式
典

を
開
催
（
予
定
）

■
11
月
３
日
　
日
本
三
村
サ
ミ
ッ
ト

を
大
正
村
で
開
催

■
12
月
３
日
　
明
知
鉄
道
「
東
野
駅
」

で
高
齢
者
複
合
施
設
と
駅
舎
の
共
用

■
10
月
25
日
　
旧
恵
那
市
、
岩
村
町
、

山
岡
町
、
明
智
町
、
串
原
村
、
上
矢
作

町
の
１
市
４
町
１
村
が
合
併
し
、
新
生

「
恵
那
市
」
が
誕
生

■
11
月
28
日
　
市
長
・
市
議
会
議
員
選

挙
。
初
代
市
長
に
可
知
義
明
が
就
任

■
１２
月
４
日
　
第
１
回
市
議
会
開
催

■
12
月
25
日
　
市
体
育
連
盟
と
旧

恵
南
町
村
の
各
体
育
協
会
が
統
合

■
１
月
25
日
　
地
域
自
治
区
の
条
例

を
制
定

■
２
月
11
日
　
下
田
歌
子
生
誕
１
５
０

年
記
念
行
事
の
開
催

■
３
月
25
日
　
明
智
町
、
東
野
、
武
並

町
に
水
道
施
設
完
成

■
５
月
17
日
　
市
自
治
連
合
会
が
発
足

■
７
月
８
日
　
阿
木
川
ダ
ム
湖
で
ダ
ム

湖
百
選
認
定
プ
レ
ー
ト
除
幕
式

■
10
月
12
日
　
新
火
葬
場
「
え
な
斎
苑
」

完
成

■
10
月
15
日
　
市
の
花
に
サ
サ
ユ
リ
、

市
の
木
に
ハ
ナ
ノ
キ
を
制
定

■
12
月
３
日
　
県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク

恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
が
オ
ー
プ
ン

■
３
月
27
日
　
中
野
方
ダ
ム
完
成
式

■
４
月
１
日
　
市
総
合
計
画
、
行
財

政
改
革
大
綱
ス
タ
ー
ト
。
㈶
市
文

化
振
興
会
が
発
足

■
４
月
６
日
　
岩
村
城
跡
が
「
日
本
１

０
０
名
城
」
に
認
定
。
日
本
３
大
山
城

サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

■
10
月
１
日
　
市
民
課
住
民
係
の
窓

口
サ
ー
ビ
ス
が
午
後
６
時
ま
で
延
長

■
12
月
８
日
　「
山
岡
細
寒
天
」
が
地

域
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定

■
12
月
20
日
　
水
道
料
金
と
下
水
道
使

用
料
の
統
一

■
２
月
１
日
　
市
こ
ど
も
発
達
セ
ン

タ
ー
「
お
ひ
さ
ま
」
開
所

■
３
月
２
日
　
岩
村
町
の
町
並
み
が
美

し
い
日
本
の
歴
史
的
風
土
１
０
０
選

に
選
定

■
２
月
23
日
　
企
業
立
地
等
促
進
条

例
で
ユ
ニ
オ
ン
機
工
が
調
印
第
１
号

■
４
月
６
日
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
え

な
っ
コ
」
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
開
局

■
４
月
８
日
　
統
廃
合
に
よ
り
恵
那
南

高
等
学
校
開
校

■
７
月
７
日
　
市
中
央
図
書
館
（
伊

藤
文
庫
）
オ
ー
プ
ン

■
７
月
19
日
　
県
内
で
初
の
風
力
発

電
施
設
が
上
矢
作
町
に
誕
生

■
８
月
22
日
　
恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー
ク

第
３
期
拡
張
が
決
定

■
10
月
25
日
　
市
女
性
消
防
隊
が
全
国

女
性
消
防
操
法
大
会
で
優
勝

■
１
月
18
日
　
こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
が

オ
ー
プ
ン

■
３
月
20
日
　
名
誉
市
民
伊
藤
喜
美

氏
推
挙
式

■
６
月
22
日
　
中
山
道
広
重
美
術
館

と
東
海
道
広
重
美
術
館
が
姉
妹
館
提
携

▲

市
役
所
開
庁
式
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

▲

恵那スケート場のオープン

▲

地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
さ
れ
た

山
岡
細
寒
天

▲市中央図書館の開館記念式典

▲

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
開
局
記
念

式
典

▲明治、大正、昭和の３村長が集合

▲

市制５周年の式典を開催

▲

恵
那
駅
隣
に
「
え
な
て
ら
す
」
が
オ
ー
プ
ン

▲

局
地
的
豪
雨
で
中
野
方
町
に
避
難
勧
告

▲

ま
き
が
ね
公
園
で
国
体
の
弓
道
競
技
を
開
催

▲岩村本通りの整備の完成を祝い日本一
長いテープカット

▲

明
智
町
の
吉
田
小
学
校
が
閉
校

※DMV＝デュアル・モード・ビークル。線路と道路の両方を走ることができる車両

こ
の
10
年
間
に
あ
っ
た
主
な
事
業
や
出
来
事
を

振
り
返
り
ま
す
。
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中学生、市長と語る会

互
い
に
交
流
し
助
け
合
う

■
市
長
　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

１０
年
後
に
２５
歳
に
な
っ
て
い
る
皆

さ
ん
に
、
思
う
存
分
意
見
を
言
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
で
は
最
初
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

話
し
ま
し
ょ
う
。
快
適
な
ま
ち
と

は
ど
ん
な
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す

か
。

●
伊い

藤
と

う

慎
し

ん

介
す

け

　
快
適
な
ま
ち
と

は
、
災
害
な
ど
が
起
き
た
と
き
に

み
ん
な
で
助
け
合
え
る
ま
ち
だ
と

思
い
ま
す
。
普
段
か
ら
近
所
同
士

な
ど
で
仲
良
く
し
て
い
れ
ば
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
と
思
い
ま
す
。

い
を
大
切
に
す
る
、
治
安
の
い
い

ま
ち
が
快
適
だ
と
思
い
ま
す
。
快

適
で
は
な
い
ま
ち
と
は
、
暴
力
や

事
件
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
の

迷
惑
行
為
が
あ
る
ま
ち
で
す
。
周

り
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
社
会
的
な

感
覚
を
持
つ
人
を
育
て
る
こ
と

が
、
治
安
の
い
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

■
市
長
　
犯
罪
や
迷
惑
行
為
が
な

け
れ
ば
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
が
で
き
ま
す
ね
。

交
通
や
商
業
面
で
発
達

●
奥

お

く

山
や

ま

翔
し
ょ
う

乃の

祐
す

け

　
電
車
に
乗
り
遅

れ
る
と
、
次
の
電
車
が
来
る
ま
で

１
時
間
以
上
か
か
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
本
数
を
増
や
す
な
ど
し
て

交
通
網
を
発
達
さ
せ
た
い
で
す
。

●
西

に

し

尾お

知ち

夏
な

つ

　
中
心
部
は
発
達
し

て
き
た
け
ど
、
私
の
住
む
山
岡
町

な
ど
は
ま
だ
ま
だ
だ
と
思
う
の

で
、
交
通
網
を
豊
か
に
し
て
、
離

れ
た
場
所
に
住
む
人
も
中
心
部
に

移
動
し
や
す
く
な
れ
ば
快
適
に
生

活
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

●
大

お

お

石
い

し

真ま

穂ほ

　
地
域
の
人
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
て
、
一
人
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
な
ど
も
近
所
で
助
け

合
っ
て
い
け
る
ま
ち
に
し
て
い
か

な
く
て
は
と
思
い
ま
す
。

■
市
長
　
高
齢
者
が
自
分
で
車
を

運
転
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た

と
き
に
、
移
動
や
買
い
物
な
ど
を

支
援
す
る
仕
組
み
は
必
要
で
す

ね
。
市
で
は
、
移
動
販
売
車
が
各

地
を
回
る
買
い
物
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
も
っ
と
広
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
野の

々の

村
む

ら

真ま

白
し

ろ

　
高
齢
者
だ
け
で

※この記事の詳細は、市ウェブサイト（http://www.city.ena.lg.jp/）「中学生、市長と語る会」のページで公開して
います

な
く
、
障
が
い
者
も
暮
ら
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
り
た
い
で
す
。
ま

ち
全
体
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
負
担

な
く
移
動
で
き
た
り
、
障
が
い
者

の
働
く
場
所
が
整
っ
て
い
た
り
す

る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

■
市
長
　
目
の
不
自
由
な
方
の
た

め
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
し
た

り
、
耳
の
不
自
由
な
方
に
は
目
で

見
え
る
広
報
の
放
送
方
法
を
考
え

た
り
と
、
障
が
い
者
の
方
が
暮
ら

し
や
す
い
環
境
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
災
害
が
起
こ
っ

て
避
難
す
る
と
き
に
、
自
力
で
動

け
な
い
方
を
地
域
の
み
ん
な
で
手

助
け
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
ね
。

●
伊い

藤
と

う

佑
ゆ

う

華か

　
ど
ん
な
世
代
の
人

で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
老
人
ホ
ー

ム
に
入
れ
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い

る
の
で
、
そ
う
い
う
施
設
が
増
え

る
と
い
い
し
、
こ
れ
か
ら
子
ど
も

を
生
ん
で
育
て
た
い
と
思
う
人
の

た
め
に
、
産
婦
人
科
や
小
児
科
、

保
育
園
や
学
童
保
育
な
ど
が
充
実

し
て
ほ
し
い
で
す
。

■
市
長
　
高
齢
者
施
設
を
ど
う
す

る
か
、
こ
れ
は
国
を
挙
げ
て
の
大

き
な
課
題
で
す
。
建
設
中
の
恵
那

病
院
で
は
産
婦
人
科
の
設
置
を
進

め
て
い
ま
す
。
少
子
化
や
子
育
て

の
問
題
も
、
考
え
て
い
く
べ
き
大

き
な
課
題
で
す
。

住
み
た
い
と
思
え
る
ま
ち

●
樋

と

い

田だ

大
だ

い

知ち

　
ず
っ
と
こ
こ
に
住

み
た
い
と
思
え
る
の
が
快
適
な
ま

ち
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
い
い
と
こ
ろ
を
ま
と

め
た
広
告
を
作
り
目
に
付
く
場
所

に
置
く
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

■
市
長
　
各
地
域
の
い
い
と
こ
ろ

を
ど
ん
ど
ん
宣
伝
し
て
恵
那
の
魅

力
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。

●
成

な

る

瀬せ

大
だ

い

生き

　
飯
沼
駅
が
日
本
一

の
急
勾
配
の
駅
だ
と
い
う
こ
と

や
、
岩
村
駅
の
田
園
風
景
が
美
し

い
こ
と
な
ど
、
僕
の
よ
う
に
市
民

で
も
知
ら
な
い
こ
と
が
実
は
多
い

で
す
。
そ
れ
を
も
っ
と
広
め
て
、

恵
那
の
魅
力
を
も
っ
と
み
ん
な
に

知
っ
て
も
ら
え
ば
、
ず
っ
と
住
み

た
く
な
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

■
市
長
　
恵
那
の
い
い
と
こ
ろ
を

１
０
０
個
集
め
た
「
え
な
１
０
０

選
」
と
い
う
冊
子
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
読
ん
で
、
皆
さ
ん
に
恵

那
の
こ
と
を
勉
強
し
て
も
ら
い
、

市
民
全
員
が
恵
那
の
い
い
と
こ

ろ
を
外
へ
発
信
し
て
い
け
れ
ば
、

５
万
３
０
０
０
人
分
の
宣
伝
が
で

き
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
恵
那
へ
来

て
み
た
い
な
と
か
、
ず
っ
と
住
ん

で
み
た
い
な
と
思
え
る
よ
う
な
快

適
な
ま
ち
に
な
っ
て
い
け
ば
い
い

で
す
ね
。

■
市
長
　
互
い
に
思
い
や
り
を
持

つ
こ
と
や
、
普
段
か
ら
の
交
流
が

大
切
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

●
平

ひ

ら

井い

萌も

々も

夏か

　
人
と
の
触
れ
合

　

８
月
２９
日
に
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
で
、「
中
学
生
、
市
長
と
語
る
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
ま
ち
づ
く
り
に
若
い
中
学
生
の
意
見
を
生
か
し
た
い
」
と
平
成

１７
年
度
に
可
知
市
長
の
提
案
で
始
ま
り
、
こ
と
し
で
１０
回
目
。
市
内
８
中
学
校
の
代
表

生
徒
１６
人
と
、
市
長
、
教
育
長
の
１８
人
が
討
論
会
方
式
で
意
見
を
交
換
。
今
回
は
「
１０

年
後
の
恵
那
市
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
テ
ー
マ
に
、
二
つ
の
サ
ブ
テ
ー
マ
「
快
適
な
ま
ち

と
は
ど
ん
な
ま
ち
」「
元
気
な
ま
ち
で
あ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
」
に
つ
い
て
、
積
極

的
に
考
え
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
出
し
た
意
見
を
市
の
施
策
の
参
考
と
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
内
容
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
敬

称
略
）

□
問
い
合
わ
せ
　
総
合
政
策
課
志
２
６
―
２
１
１
１
（
内
線
３
１
３
）

　　　▲恵那西中学校
　　　　平井萌々夏さん

▲恵那東中学校
　奥山翔乃祐君

▲上矢作中学校　
　大石真穂さん　

　　▲岩邑中学校
　　　野々村真白さん

　　▲山岡中学校
　　　成瀬大生君

　▲恵那北中学校
　樋田大知君

　　▲明智中学校
　　　伊藤慎介君

▲明るい市の未来をつくるため、まちづくりについて提案した中学生の皆さん

▲上矢作中学校　
　伊藤佑華さん　

 
快
適
な
ま
ち
と
は
ど
ん
な
ま
ち

サブテーマ
１ 　

１０
年
後
の
恵
那
市
の
あ
る
べ
き
姿

中
学
生
が
積
極
的
に
提
案
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■
市
長
　
今
度
は
、「
元
気
な
ま

ち
で
あ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
」

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
内
で
交
流
を
深
め
る

●
大

お

お

島
し

ま

蘭
ら

ん

奈な

　
元
気
な
ま
ち
で
あ

る
た
め
に
は
、
に
ぎ
や
か
で
あ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
ち
の
宣
伝

を
し
て
人
を
呼
び
込
め
ば
に
ぎ
や

か
に
な
る
し
、
み
ん
な
で
協
力
し

て
宣
伝
す
る
と
市
民
同
士
の
絆
も

深
ま
る
の
で
、
に
ぎ
や
か
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
大

お

お

橋
は

し

竜
た

つ

也や

　
知
名
度
を
上
げ
れ

ば
、
恵
那
に
来
た
り
住
ん
だ
り
す

る
人
が
増
え
て
活
気
が
出
る
と
思

い
ま
す
。

■
市
長
　
に
ぎ
や
か
な
こ
と
を
す

る
と
、
人
が
集
ま
っ
て
き
て
元
気

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

●
舘た

て

林
ば
や
し

佑ゆ

花か

　
ス
ー
パ
ー
を

造
っ
て
地
元
の
野
菜
な
ど
を
売
る

こ
と
で
、
元
気
な
ま
ち
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
人
に
来
て
も
ら
う
に

は
、
空
き
家
な
ど
を
若
い
人
に
貸

す
な
ど
し
て
呼
び
込
む
方
法
も
あ

り
ま
す
。

■
市
長
　
地
元
の
特
産
品
な
ど
を

販
売
す
る
こ
と
で
元
気
な
ま
ち
に

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

●
成

な

る

瀬せ

海
か

い

斗と

　
僕
は
小
学
生
の
頃

は
あ
ま
り
人
と
話
さ
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
中
学
生
に
な
っ
て
人
と

話
す
よ
う
に
な
っ
て
き
て
活
発
に

な
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
や
は
り
、

地
域
な
ど
で
人
と
の
交
流
を
深
め

る
と
、
他
の
地
域
へ
足
を
運
ぶ
よ

う
に
な
っ
て
、
人
同
士
の
交
流
や

物
の
や
り
取
り
が
活
発
に
な
る
の

か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

■
市
長
　
外
か
ら
で
は
な
く
市
内

の
交
流
を
盛
ん
に
す
れ
ば
元
気
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な

が
ら
働
け
る
場
所
で
仕
事
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
山や

ま

本も
と

純じ
ゅ

奈ん
な

　
有
名
な
企
業
を
恵

那
に
呼
ぶ
の
も
い
い
け
ど
、
恵
那

に
あ
る
、
恵
那
な
ら
で
は
の
企
業

を
大
切
に
し
て
、
そ
の
企
業
が
外

へ
進
出
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

■
市
長
　
恵
那
の
企
業
が
ど
ん
ど

ん
大
き
く
な
っ
て
、
そ
こ
で
働
け

れ
ば
一
番
い
い
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。

●
田た

中な
か

萌も

絵え

　
若
い
人
が
市
外
に

出
て
行
っ
て
し
ま
う
の
を
防
が
な

い
と
い
け
な
い
で
す
。
働
く
場
が

少
な
い
と
か
交
通
の
便
が
悪
い
と

都
会
に
出
て
行
っ
て
し
ま
う
の

で
、
産
業
の
充
実
が
活
性
化
の
た

め
に
必
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

若
者
が
住
み
続
け
る
ま
ち

●
伊
藤
慎
介
　
僕
た
ち
ぐ
ら
い
の

世
代
が
ず
っ
と
恵
那
に
残
っ
て
、

こ
の
先
の
市
を
つ
く
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
恵
那

は
交
通
網
な
ど
が
発
達
し
て
い
な

い
の
で
、
も
っ
と
整
備
さ
れ
れ
ば

便
利
に
な
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

■
市
長
　
高
校
へ
通
う
に
も
、
例

え
ば
明
知
鉄
道
を
利
用
す
る
と
、

電
車
賃
が
高
い
と
か
本
数
が
少
な

い
と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
す
。

若
い
人
た
ち
が
恵
那
に
い
て
も
ら

う
た
め
に
、
考
え
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
で
す
ね
。

●
伊
藤
佑
華
　
や
は
り
若
い
人
が

多
く
住
ん
で
い
る
と
元
気
な
ま
ち

だ
と
思
い
ま
す
。
都
会
の
人
で
、

農
業
が
や
り
た
く
て
も
農
地
が
無

く
て
で
き
な
い
人
が
い
る
と
聞
き

ま
し
た
。
恵
那
の
農
地
を
貸
し
た

り
、
空
い
た
土
地
を
売
っ
た
り
し

て
農
業
を
や
り
た
い
若
い
人
を
呼

び
込
め
ば
、
多
く
の
人
が
住
ん
で

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

■
市
長
　
恵
那
に
た
く
さ
ん
あ
る

農
地
を
有
効
利
用
す
る
た
め
に
、

市
外
か
ら
来
る
人
に
も
使
っ
て
も

ら
う
べ
き
と
い
う
意
見
で
す
ね
。

●
大
橋
竜
也
　
も
っ
と
人
口
を
増

や
す
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
に
は
も
っ
と
多
く
の
住
宅
が
必

要
で
す
。
移
住
す
る
上
で
負
担
に

な
る
の
は
費
用
だ
と
思
う
の
で
、

市
が
補
助
を
し
て
く
れ
れ
ば
、
移

住
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

自
分
た
ち
で
つ
く
る
ま
ち

●
平
井
萌
々
夏
　
政
治
参
加
が
大

事
だ
と
考
え
ま
す
。
市
の
行
政
が

ど
う
行
わ
れ
て
い
る
か
を
知
る
こ

と
や
、
自
分
の
ま
ち
を
自
分
た
ち

で
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
で
、
地
元

へ
の
思
い
入
れ
が
強
ま
り
ま
す
。

私
も
今
日
こ
の
場
に
参
加
し
て
、

市
へ
の
思
い
入
れ
が
強
ま
っ
た
気

が
し
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

■
市
長
　
自
分
た
ち
の
ま
ち
づ
く

り
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が

元
気
に
つ
な
が
る
と
、
頼
も
し
い

意
見
を
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

■
大
畑
教
育
長
　
こ
れ
か
ら
皆
さ

ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
道
を
歩
む
で

し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
こ
れ
か
ら
も
恵

那
を
見
守
り
、
支
え
て
ほ
し
い
で

す
。
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
ま
ち
を

元
気
に
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
若
い
力
や
知
恵
を

ど
ん
ど
ん
生
か
し
て
も
ら
え
る
と

う
れ
し
い
で
す
。

■
市
長
　
将
来
こ
う
い
う
市
に
な

る
と
い
い
な
と
い
う
意
見
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
民
が

恵
那
の
こ
と
を
も
っ
と
知
ろ
う
と

い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
。
合
併
し

て
も
、
ま
だ
各
地
域
の
こ
と
で
知

ら
な
い
こ
と
は
多
い
と
思
い
ま

す
。
今
日
の
場
で
で
き
た
「
輪
」

を
持
っ
て
、
各
地
域
の
人
が
恵
那

を
一
つ
の
も
の
と
考
え
、
支
え
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
今

日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
市
内

の
交
流
が
盛
ん
に
な
れ
ば
皆
さ
ん

が
い
ろ
ん
な
発
見
を
し
て
、
そ
れ

が
ま
た
市
外
へ
伝
わ
っ
て
い
く
の

で
、と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
ね
。

●
樋
田
大
知
　
若
い
人
だ
け
で
な

く
、
高
齢
者
も
元
気
で
ま
ち
に
貢

献
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
、
観
光
客
の
た
め
の

休
憩
所
を
設
置
し
て
地
域
の
高
齢

者
が
地
元
の
特
産
物
を
販
売
す
れ

ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
取

れ
る
し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
に

も
な
る
と
思
い
ま
す
。

■
市
長
　
働
き
手
が
６５
歳
以
下

じ
ゃ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
は
な
い
で
す
か
ら
、
元
気
に

働
い
て
も
ら
う
こ
と
で
ま
ち
が
活

性
化
し
ま
す
ね
。

●
大
島
蘭
奈
　
私
が
暮
ら
し
て
い

て
よ
く
あ
る
の
が
、「
串
原
っ
て

ど
こ
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
で
す
。

恵
那
に
住
ん
で
い
て
も
、
他
の
地

域
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
な
か
っ
た

り
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
り
し

ま
す
。
市
に
住
ん
で
い
る
人
が
、

行
っ
た
こ
と
の
な
い
場
所
に
も
積

極
的
に
行
き
、
そ
こ
で
交
流
を
す

れ
ば
ま
ち
が
元
気
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

■
市
長
　
市
の
中
で
の
交
流
も
大

事
だ
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

中
学
生
が
ま
ち
を
元
気
に

●
大
石
真
穂　

上
矢
作
中
学
校
で

は
２
年
前
か
ら
「
上
矢
作
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
１
０
０
」
と
い
う
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
文
化
財

の
写
真
を
自
分
た
ち
で
撮
っ
て
カ

レ
ン
ダ
ー
を
作
っ
た
り
、
地
域
の

食
材
を
使
っ
た
商
品
開
発
を
し
た

り
し
て
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
ま
す
。

●
遠

と

お

山
や

ま

幸
こ

う

希き

　
岩
邑
中
学
校
で
は

「
温
故
知
新
」
と
い
う
学
習
時
間

で
岩
村
町
の
こ
と
を
勉
強
し
て
い

ま
す
。
自
分
た
ち
で
宣
伝
動
画
を

制
作
し
、
岩
村
町
の
各
所
で
皆
さ

ん
が
見
ら
れ
る
よ
う
情
報
発
信
し

て
い
ま
す
。

■
市
長
　
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
ま

ち
の
宣
伝
に
積
極
的
に
参
加
す
る

素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
で
す
ね
。

働
く
場
と
産
業
の
充
実

●
平
井
萌
々
夏
　
元
気
な
の
は
若

者
や
子
ど
も
が
多
く
住
む
ま
ち
だ

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
働
く

場
所
が
不
可
欠
で
す
。
さ
ら
に
仕

事
だ
け
で
な
く
、
地
域
と
関
わ
る

時
間
も
確
保
で
き
る
よ
う
な
労
働

環
境
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

■
市
長
　
仕
事
も
近
所
付
き
合
い

も
大
事
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
皆

さ
ん
は
、
将
来
ど
ん
な
仕
事
に
就

き
た
い
で
す
か
。

●
西
尾
知
夏
　
人
の
顔
を
見
て
、

▼各中学校の代表生徒と市長が活発に意見を交換

　　　▲串原中学校
　　　　大島蘭奈さん

　　　▲串原中学校
　　　　成瀬海斗君

　　▲恵那西中学校
　　　山本純奈さん

　　　▲明智中学校 
　　　　田中萌絵さん

▲恵那東中学校
大橋竜也君

▲岩邑中学校
　遠山幸希君

　　▲恵那北中学校
　　　舘林佑花さん 　▲可知義明市長

 

ま
と
め

 　▲大畑雅幸教育長

　　▲山岡中学校
　　　西尾知夏さん

 

元
気
な
ま
ち
で
あ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

サブテーマ
２
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□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
茶
室

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
志
４
３
―

２
１
１
２
（
内
線
３
２
１
）

　
り
ば
ー
ぴ
あ
庄
内
川
実
行
委
員

会
で
は
、
庄
内
川
と
土
岐
川
流
域

の
１３
の
市
・
町
・
県
・
国
が
参
加

し
河
川
と
人
と
の
触
れ
合
い
を
通

じ
て
、
河
川
へ
の
理
解
や
関
心
を

深
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

　
ボ
ー
ト
で
の
川
下
り
や
魚
探
し

な
ど
、
楽
し
い
企
画
を
た
く
さ
ん

用
意
し
て
い
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
１９
日
㈰
午
前
９
時

～
午
後
１
時
（
雨
天
中
止
、
小
雨

決
行
）

□
と
こ
ろ
　
み
ず
と
ぴ
ぁ
庄
内（
愛

知
県
清
須
市
）

　
　
国
土
交
通
省
庄
内
川
河
川
事

務
所
地
域
連
携
課
志
０
５
２
―
９

１
４
―
６
９
２
４

　
千
の
風
の
会
世
話
人
を
講
師
に

迎
え
、「
大
切
な
人
を
亡
く
し
て
」

と
題
し
た
講
演
会
と
東
濃
地
区
自

　
ふ
る
さ
と
の
先
人
、
下
田
歌
子

を
顕
彰
す
る
下
田
歌
子
賞
。
こ
と

し
も
短
歌
の
部
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
推
薦
作
品
を
投
票
し
て
い
た

だ
き
入
選
作
品
を
決
定
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
１
月
２
日
か
ら
平
成

２７
年
１
月
１
日
ま
で
に
、
新
築
や

増
築
し
た
家
屋
の
評
価
額
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
員
は
、
必
ず
固
定
資
産
評

価
補
助
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す

の
で
、
不
審
に
思
う
と
き
に
は
提

示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

□
調
査
日
時
　
事
前
に
連
絡
し
ま

す
。

□
調
査
内
容
　
家
屋
の
構
造
や
各

部
分
の
仕
上
げ
な
ど
を
確
認
し
、

所
要
時
間
は
１
時
間
程
度
で
す
。

□
用
意
す
る
物
　
認
め
印
と
建
築

確
認
通
知
書
な
ど

□
そ
の
他
　
家
屋
を
取
り
壊
し
た

場
合
は
、
税
務
課
か
最
寄
り
の
振

興
事
務
所
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
税
務
課
（
内
線
５
１
２
）

　　
市
茶
道
連
盟
の
協
力
で
、
抹
茶

の
無
料
体
験
を
開
催
し
ま
す
。
当

日
は
入
館
料
が
無
料
で
す
。

□
と
き
　
１０
月
２５
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
（
な
く
な
り
次
第
終

了
）

死
遺
族
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
１２
日
㈰
午
後
１
時

半
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
多
治
見
市
産
業
文
化

セ
ン
タ
ー
　
　
　

□
料
金
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
自
死

遺
族
の
集
い
は
家
族
を
自
死
で
亡

く
し
た
方
が
対
象
で
す

　
　
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

志
０
５
８
―
２
７
３
―
１
１
１
１

（
内
線
２
２
５
２
）

　
市
で
は
、
集
落
単
位
で
設
置
す

る
電
気
牧
柵
な
ど
へ
の
補
助
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
来
年
度
の
設

置
計
画
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
農
林

課
に
あ
る
要
望
書
に
記
入
の
上
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
が
各
地
域

で
増
加
し
、
深
刻
な
影
響
が
出
て

い
ま
す
。
ま
た
野
生
動
物
の
保
護

の
観
点
か
ら
も
農
作
物
の
被
害
防

止
策
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
　
各
地
区
の
農
家
３
戸
以

上
で
構
成
す
る
農
業
集
落

□
補
助
額
　
取
り
組
み
に
掛
か
る

総
資
材
費
の
３
分
の
１
以
内
。
た

だ
し
人
件
費
、
テ
ス
タ
ー
、
危
険

表
示
板
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
な
ど

は
対
象
外
で
す
。

□
締
め
切
り
　
１０
月
３１
日
㈮

　
　
　
　
農
林
課（
内
線
５
２
６
）

　
第
2３
回
歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技

工
士
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
県
歯
科
医
師
会
で
は
、
資
格
を

持
っ
て
い
な
が
ら
、
結
婚
や
子
育

て
な
ど
で
職
場
を
離
れ
て
い
る
歯

科
衛
生
士
と
歯
科
技
工
士
の
方
の

復
職
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
あ
な

た
も
眠
っ
て
い
る
資
格
を
生
か
し

て
、
医
療
現
場
に
復
帰
し
ま
せ
ん

か
。

□
と
き
　
１１
月
１３
日
㈭
正
午
～
午

後
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
県
歯
科
医
師
会
館

（
岐
阜
市
）

□
内
容
　
講
義
と
実
習
　
▽
歯
科

衛
生
士
＝
Ｓ
Ｒ
Ｐ
・
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
な

ど
　
▽
歯
科
技
工
士
＝
有
床
義
歯

技
工
学
、
歯
冠
修
復
技
工
学
な
ど

□
料
金
　
無
料

□
締
め
切
り
　
１１
月
１１
日
㈫

□
そ
の
他
　
希
望
者
に
は
就
職
先

の
紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
公
益
社
団
法
人
県
歯
科

医
師
会
志
０
５
８
―
２
７
４
―
６

１
１
６
　

　「
ふ
る
さ
と
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
心
の
こ
も
っ
た
作
品
に
ぜ
ひ
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

□
期
間
　
１０
月
１６
日
㈭
～
３０
日
㈭

□
と
こ
ろ
　
市
役
所
ロ
ビ
ー
、
教

育
委
員
会
（
岩
村
振
興
事
務
所
）、

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
コ
ミ
セ

ン
、
市
中
央
図
書
館
、
中
山
道
広

重
美
術
館
、
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
、
岩
村
歴
史
資
料
館
、
勝
川
家

□
投
票
方
法
　
小
学
生
の
部
と
中

高
生
の
部
、
一
般
の
部
で
、
事
前

審
査
を
通
過
し
た
２０
首
の
中
か

ら
、
推
薦
す
る
１
首
を
投
票
用
紙

に
記
入
し
、
投
票
す
る

□
発
表
・
表
彰
　
１２
月
１３
日
㈯
岩

村
コ
ミ
セ
ン
で
、
部
門
別
に
得
票

数
の
多
い
上
位
５
首
を
発
表
し
、

表
彰
し
ま
す
。

　
　「
下
田
歌
子
賞
」
実
行
委
員

会
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）
志
４

３
―
２
１
１
２
（
内
線
３
２
１
）

　
各
地
域
の
コ
ミ
セ
ン
で
行
っ
て

い
る
乳
幼
児
学
級
が
、
一
堂
に
会

し
て
合
同
乳
幼
児
学
級
を
行
い
ま

す
。
足
や
背
骨
、
首
を
意
識
し
な

が
ら
親
子
で
楽
し
く
運
動
し
、
体

の
ゆ
が
み
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

□
と
き
　
１０
月
２２
日
㈬
午
前
１０
時

（
午
前
９
時
半
か
ら
受
け
付
け
）

□
と
こ
ろ
　
ま
き
が
ね
公
園
体
育

館□
対
象
　
各
コ
ミ
セ
ン
の
乳
幼
児

学
級
生
や
、
未
就
園
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

□
講
師
　
多
々
良
恵
子
さ
ん

□
料
金
　
無
料

□
持
ち
物
　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
か
大
き

め
の
バ
ス
タ
オ
ル
、
タ
オ
ル
な
ど

　
　
生
涯
学
習
課
志
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
３
４
４
）　

　北野恒富

「『桜ビール』文字入
りの和服を着て給仕
する女性」

秋季特別企画展

１０/２㈭～１１/３０㈰

大衆に商品を宣伝する広告として作られた、明治
期から昭和期のポスターに見る各時代の風俗と流
行を紹介します。
１０月５日㈰は、市民の日（市民に限り観覧料が無料で
す。当日、受付係に「恵那市民です」と伝えてください）
　　中山道広重美術館志２０-０５２２

　毎年、市民の皆さんの意見や提案を把握して市政
に反映させるため、地域協議会の主催で地域懇談会
を開催しています。
　今回は、第２次総合計画と地域計画の策定につい
て説明し、地域ごとの課題も、行政と一緒に考え取
り組む機会とします。
　各地域懇談会の日程と会場は、右の表の通りです。
多くの方の参加をお待ちしています。
　　まちづくり推進課（内線６３５）

※開催時間は、各地域とも午後７時～９時

地域懇談会を開催　～皆さんの意見や提案を市政に反映～ ・・

□とき　１１月３日㈪午後０時２０分（開場は午前１１時半）
□ところ　恵那文化センター
□出演団体　大井文楽保存会、半

は ん

原
ば ら

操
あやつり

人
に ん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

保存会、真
ま

桑
く わ

文楽
保存会、阿

あ

波
わ

木
で

偶
こ

箱
は こ

まわし保存会
□料金　無料
□その他　食事や特産品などの物
販もあります。
　　第１９回県文楽・能大会えな
２０１４実行委員会（文化スポーツ
課内）志４３-２１１２

第１９回県文楽・能大会えな２０１４

「サカツ・コレクション　日本のポスター芸術    
  浮世絵、引札から始まった広告アート」

　市制１０周年記念第１９回県文楽・能大会えな２０１４を開催
します。今回のテーマは「未来に受け継ごう、伝統の心と技」。
日本の古典芸能の文楽や能は、県内でも数多く伝承されてい
ます。この大会は、地域の伝統芸能の保存と活用を通して地
域の活性化につなげることを目的としています。

下
田
歌
子
賞「
短
歌
の
部
」

一
般
投
票
を
受
け
付
け

申
・
問

案
内

ひ
し
屋
資
料
館
で
抹
茶
の

無
料
体
験

合
同
乳
幼
児
学
級　

親
子

で
姿
勢
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

河
川
で
楽
し
む「
り
ば
ー
ぴ

あ
庄
内
川
２
０
１
４
」

こ
こ
ろ
を
守
る
講
演
会
と

自
死
遺
族
の
集
い

家
屋
調
査
を
実
施

来
年
度
の
農
作
物
被
害
防

止
対
策
に
補
助
金
を
交
付

歯
科
医
療
の
現
場
に
復
帰

し
ま
せ
ん
か

問

申
・

問

問

問 問

問

▲大井文楽保存会が伝統の心と
技を披露

▲

地
域
の
意
見
を
聞
く

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

とき 地域名 ところ

１０月２３日㈭ 上矢作町 上矢作コミセン
１０月２４日㈮ 串原 サンホールくしはら
１０月２７日㈪ 中野方町 中野方コミセン
１１月５日㈬ 飯地町 飯地コミセン
１１月６日㈭ 東野 東野コミセン
１１月１０日㈪ 山岡町 山岡農村環境改善センター
１１月１４日㈮ 武並町 武並コミセン
１１月１８日㈫ 明智町 明智文化センター
１１月２１日㈮ 三郷町 三郷コミセン
１１月２６日㈬ 大井町 市消防防災センター
１１月２７日㈭ 長島町 市市民会館
１１月２８日㈮ 笠置町 笠置コミセン
１２月２日㈫ 岩村町 岩村コミセン

問

問問

問
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県
で
は
、
県
内
の
中
山
道
沿
線

地
域
の
連
携
強
化
と
街
道
観
光
の

促
進
を
目
的
と
し
た
「
中
山
道
ぎ

ふ
１７
宿
歩
き
旅
２
０
１
４
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
大
井
宿
で
も
「
姫
街
道
で
つ
な

が
る
恵
那
の
華は

な

ず
し
体
験
」や「
人

形
浄
瑠
璃
体
験
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

　
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
市
役

所
ロ
ビ
ー
や
観
光
交
流
室
、
市
観

光
物
産
館
え
な
て
ら
す
で
入
手
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
観
光
交
流
室（
内
線
５
３
２
）

　
恵
那
保
健
所
で
は
、
統
合
失
調

症
の
方
を
支
え
る
家
族
を
対
象
と

し
、
統
合
失
調
症
家
族
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

　
疾
患
と
障
が
い
特
性
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
家
族
の
対
応
方
法

を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
当
事
者
の

治
療
中
断
を
予
防
し
、
安
心
し
た

在
宅
療
養
生
活
を
目
指
し
ま
す
。

　
家
族
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
２７
日
㈪
午
後
２
時

～
４
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
総
合
庁
舎
南
棟

□
対
象
　
市
内
か
中
津
川
市
在
住

の
統
合
失
調
症
当
事
者
を
支
え
る

家
族

□
内
容
　
❶
講
話
　
▽
演
題
＝

「
統
合
失
調
症
の
理
解
と
家
族
の

対
応
」　
▽
講
師
＝
曽
根
靖
貴
氏

（
大
湫
病
院
副
院
長
）
❷
座
談
会

□
料
金
　
無
料        

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し

込
む

□
締
め
切
り
　
１０
月
２３
日
㈭
　
　

　
　
　
　
恵
那
保
健
所
健
康
増
進

課
志
２
６
―
１
１
１
１
（
内
線
２

５
９
）

　
岩
村
町
上
町
で
、
か
つ
て
染
物

業
を
営
ん
で
い
た
「
吉
岡
屋
」
は
、

江
戸
時
代
の
後
期
に
京
都
の
染
物

屋
で
修
行
。
の
れ
ん
分
け
し
て
も

ら
っ
た
後
、
岩
村
に
戻
り
染
物
業

を
始
め
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
吉
岡
」
の
屋
号
を
現
在
も
守

り
続
け
て
染
物
を
し
て
い
る
京
都

「
染
司
よ
し
お
か
」
の
５
代
目
当

主
の
吉
岡
幸
雄
氏
を
招
い
て
文
化

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
岩
村
と
京
都
の
二
つ
の
吉
岡
屋

の
縁
を
晩
秋
の
岩
村
で
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
１１
月
２９
日
㈯
午
後
１
時

半
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
定
員
　
２
５
０
人

□
内
容
　
▽
第
１
部
＝
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
「
紫
」　
▽
第
２

部
＝
文
化
講
演
会

□
そ
の
他
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

と
岩
村
コ
ミ
セ
ン
で
入
場
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。

※
１
人
５
０
０
円
の
参
加
協
力
金

を
お
願
い
し
ま
す

　
　
岩
村
の
歴
史
と
文
化
と
未
来

を
語
る
型
紙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
志

０
９
０
―
４
７
９
８
―
０
７
９
８

　「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と
「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

の
申
請
受
け
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

方
に
は
、
７
月
末
に
申
請
書
を

発
送
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
申
請

し
て
い
な
い
方
は
早
め
に
手
続

き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
を
紛
失
し
た
方
は
再

発
行
し
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
と
支
給
方
法

□
締
め
切
り
　
１１
月
４
日
㈫

（
郵
送
の
場
合
は
締
め
切
り
日

の
消
印
有
効
）

□
提
出
方
法
　
申
請
書
に
同
封

し
た
返
信
用
封
筒
で
の
郵
送
が

原
則
で
す
が
、
窓
口
で
も
受
け

付
け
ま
す
。

□
提
出
先
　
▽
郵
送
＝
臨
時
福

祉
給
付
金
等
支
給
業
務
推
進
本

部
（
市
役
所
会
議
棟
内
）　
▽

窓
口
＝
市
役
所
会
議
棟
（
各
振

興
事
務
所
で
は
受
け
取
り
の

み
）

□
窓
口
で
の
受
付
時
間
　
平
日

の
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
１５

分□
支
給
方
法
　
原
則
と
し
て
、

申
請
書
で
指
定
さ
れ
た
金
融
機

関
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。
申

請
の
受
け
付
け
か
ら
給
付
金
が

振
り
込
ま
れ
る
ま
で
、
１
カ
月

半
程
度
か
か
る
見
込
み
で
す
。

注
意
事
項

❶
申
請
書
は
支
給
対
象
と
な
る

可
能
性
の
あ
る
方
に
発
送
し
て

い
ま
す
。
申
請
後
の
審
査
で
要

件
を
満
た
さ
な
い
こ
と
が
判
明

し
、
不
支
給
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

❷
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
に

は
申
請
書
の
他
、
対
象
と
な
る

可
能
性
の
あ
る
方
（
申
請
書
に

印
字
の
あ
る
方
）
全
員
分
の
本

人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
や

健
康
保
険
証
な
ど
）
の
写
し
、

振
込
先
口
座
の
通
帳
ま
た
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
が

必
要
で
す
。

　
　
臨
時
福
祉
給
付
金
等
支
給

業
務
推
進
本
部（
内
線
２
２
９
）

   

二
つ
の
臨
時
給
付
金
の
受
け
付
け
は
１１
月
４
日
ま
で

問

□
採
用
予
定
日
　
❶
１１
月
２６
日
㈬

❷
平
成
２７
年
１
月
２６
日
㈪
（
事
前

の
２
カ
月
間
は
仮
採
用
）

※
雇
用
期
間
は
、
６５
歳
の
誕
生
月

ま
で

□
申
し
込
み
方
法
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
と
履
歴
書
を
持
参

し
、
直
接
申
し
込
む

□
受
付
期
間
　
１０
月
１
日
㈬
～
３１

日
㈮
（
必
着
）

　
　
　
　
施
設
管
理
公
社
志
２
５

―
８
２
１
３
　
　

　
公
益
財
団
法
人
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信

託
地
域
文
化
財
団
で
は
、
長
年
、

地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
し
て
き

た
団
体
、
特
に
地
域
の
音
楽
や
美

術
、
演
劇
、
伝
統
芸
能
の
各
分
野

で
努
力
し
て
い
る
団
体
へ
助
成
し

て
い
ま
す
。
助
成
を
希
望
す
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
部
門
　
音
楽
部
門
、
美
術
展
部

門
、
演
劇
部
門
、
伝
統
芸
能
部
門

□
対
象
　
平
成
２７
年
４
月
～
平
成

２８
年
３
月
ま
で
に
公
演
や
展
覧
会

を
開
催
す
る
団
体

※
音
楽
と
演
劇
、
伝
統
芸
能
は
、

ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
が
対
象
。
過

去
に
当
財
団
の
助
成
を
受
け
た
団

体
は
、
５
年
以
上
経
過
し
て
い
る

こ
と

□
申
し
込
み
方
法
　
応
募
書
類
を

郵
送
す
る

□
締
め
切
り
　
１１
月
３０
日
㈰
（
当

日
消
印
有
効
）

□
そ
の
他
　
募
集
要
項
と
応
募
書

類
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w

w
.m

ut-tiikibunkazai
dan.or.jp

）か
ら
取
得
で
き
ま

す
。

　
　
　
　
〒
１
０
３
―
０
０
２
７

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
―
２
―

４
日
本
橋
ビ
ル
公
益
財
団
法
人
三

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
地
域
文
化
財
団
志

０
３
―
３
２
７
２
―
６
９
９
３

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
志
４
３
―

２
１
１
２
（
内
線
３
２
１
）

　

動物追い払い花火の事故に注意

　動物追い払い花火（連続発射式のもの）
の使用中に、持ち手付近が破裂し、指を欠
損する事故などが多発しています。この追
い払い花火は、発音薬と呼ばれる火薬を連
続で上空に飛ばし、大きな爆発音で動物を
追い払う製品です。野生鳥獣による農作物
への被害対策に使用されるケースが多いで
すが、外国からの輸入品が多く、火薬が暴
発する危険があります。このような製品を
使用するときは、直接手に持たず、くいな
どに固定して使用してください。
　　予防課志 26-0119（内線 261）

◀
打
ち
上
げ
式
動
物
追
い
払
い
花
火
に
よ
る
事
故
多

発
を
受
け
、
経
済
産
業
省
が
注
意
を
呼
び
掛
け
る

　　
来
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
市

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
職
種
と
人
数
　
▽
一
般
事
務
職

（
大
学
卒
）＝
若
干
名（
３０
歳
ま
で
）

▽
一
般
事
務
職
（
身
体
障
が
い
者

枠
）
＝
若
干
名
（
３０
歳
ま
で
）　

▽
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
＝
若
干

名
（
４５
歳
ま
で
）　
▽
看
護
師
＝

若
干
名
（
５５
歳
ま
で
）

※
年
齢
は
平
成
２６
年
４
月
２
日
現

在

□
一
次
試
験
　
▽
と
き
＝
１１
月
１

日
㈯
　
▽
と
こ
ろ
＝
岩
村
振
興
事

務
所

□
申
し
込
み
方
法
　
市
役
所
に
備

え
付
け
の
「
職
員
採
用
試
験
申
込

書
」
に
❶
住
民
票
❷
卒
業
（
見
込

み
）
証
明
書
❸
成
績
証
明
書
❹
資

格
・
免
許
証
の
写
し
❺
写
真
❻
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
―
を
添
え
て
、

郵
送
か
持
参
し
て
申
し
込
む

※
申
請
書
類
は
、
市
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（http://w

w
w

.city.ena.
lg.jp

）
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す

□
締
め
切
り
　
１０
月
１７
日
㈮
午
後

５
時
15
分
（
必
着
）

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
総
務
課
職
員
係
（
内

線
３
０
６
）

□
職
種
（
人
数
）　
❶
嘱
託
職
員

＝
都
市
公
園
管
理
業
務
（
１
人
）

❷
嘱
託
職
員
＝
え
な
斎
苑
管
理
業

務
（
１
人
）

□
給
与
　
公
社
規
程
に
よ
る

□
対
象
　
❶
普
通
自
動
車
運
転
免

許
取
得
者
❷
不
問

統
合
失
調
症
家
族
教
室

地
域
文
化
の
振
興
に
助
成

を
希
望
す
る
団
体

施
設
管
理
公
社
の
職
員

吉
岡
幸
雄
氏
の
文
化
講
演

会

市
の
職
員

中
山
道
ぎ
ふ
１７
宿
歩
き
旅

２
０
１
４

募
集

▲公式ガイドブック

▲講師の吉岡幸雄氏

▲子どもの成長を支える
保育士

□利用方法　中津川税務署志０５７３-６６-
１２０２へ電話を掛けてください。自動音声案
内により「１」を選択すると「電話相談セン
ター」につながります。
□受付時間　午前８時半～午後５時（土日曜
日、祝日、年末年始を除く）

国税の問い合わせ
「電話相談センター」の利用案内

申
請
し
た
か

カ
ク
ニ
ン
ジ
ャ

▲厚生労働省給付金キャ
ラクター「カクニンジャ」

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

問

申
・

問

問

問

申
・

問

申
・

問

申
・

問

問
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恵
那
の
匠

　
布
団
や
型
紙
、
和
菓
子
、
布
ぞ

う
り
、
建
具
製
作
、
ロ
ク
ロ
工
芸

の
各
分
野
で
伝
統
技
術
を
伝
承
す

る
職
人
の
匠
の
技
を
体
感
で
き
ま

す
。

体
験
イ
ベ
ン
ト

巨
大
ダ
ン
ボ
ー
ル
迷
路

　
地
場
産
業
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使

用
し
た
巨
大
迷
路
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

□
時
間
　
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

□
料
金
　
無
料

恵
那
商
工
会
議
所
部
会
体
験
イ
ベ

ン
ト

　
業
種
別
に
九
つ
の
部
会
が
趣
向

を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

恵
那
の
産
業
・
物
産
が
大
集
合

　
４９
の
展
示
ブ
ー
ス
や
１９
の
物
産

販
売
、
こ
と
し
の
み
の
じ
の
み
の

り
祭
ま
ん
ぷ
く
番
付
入
賞
者
の
出

店
（
展
）が
あ
り
ま
す
。

学
生
イ
ベ
ン
ト

ケ
ー
キ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
ケ
ー
キ

の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
入
賞
者
を
表
彰

し
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ー
カ
レ
ッ
ジ

　
小
学
生
が
商
売
の
体
験
を
す
る

イ
ベ
ン
ト
。
過
去
最
大
の
１４
チ
ー

ム
６４
人
が
参
加
し
、
食
べ
物
や
雑

貨
を
販
売
し
ま
す
。

高
校
生
の
研
究
発
表
と
体
験
イ
ベ

ン
ト

　
高
校
生
が
授
業
で
学
ん
だ
研
究

の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

中
京
学
院
大
学
の
サ
ー
ク
ル
活
動

披
露

　
大
学
生
が
空
手
道
の
演
舞
や
踊

り
を
披
露
し
ま
す
。

　

市
内
の
産
業
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
「
聞
い
て
、
見
て
、
知
っ
て
伝
え

る
も
の
づ
く
り 

～
地
場
産
業
の
魅
力
を
内
外
へ
発
信
～
」
を
テ
ー
マ
に
「
ｖ
ｉ
ｖ

ａ（
ビ
バ
）Ｊ
Ｉ
Ｖ
Ａ（
地
場
）フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
Ｅ
Ｎ
Ａ
２
０
１
４
」を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
２５
日
㈯
　
午
前
９
時
半
～
午
後
４
時

□
と
こ
ろ
　
ま
き
が
ね
公
園
体
育
館
と
そ
の
周
辺

　
　
恵
那
産
業
博
覧
会
実
行
委
員
会
（
恵
那
商
工
会
議
所
内
）
志
２
６
―
１
２
１
１

問

ビ
バ
地
場
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

▲ことしの目玉、巨大段ボール迷路

▲小学生が商売を体験

１０月２５日

　
郷
土
の
先
人
佐
藤
一
斎
の
顕

彰
と
今
に
生
き
る
教
え
を
学
ぶ

「
言
志
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

顕
彰
祭

□
と
き
　
１０
月
２５
日
㈯
午
前
１０

時
～
１１
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
歴
史
資
料
館

前（
雨
天
時
は
岩
村
コ
ミ
セ
ン
）

□
料
金
　
無
料

記
念
講
演
会

□
と
き
　
１０
月
２５
日
㈯
午
後
１

時
半
～
３
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
料
金
　
無
料

□
演
題
　「
佐
藤
一
斎
が
問
い

掛
け
る
も
の
～
志
を
言
う
こ
と

の
意
義
～
」

□
講
師
　
吉
田
公
平
氏
（
東
洋

大
学
名
誉
教
授
）

記
念
特
別
展

□
期
間
　
１１
月
２４
日
㈪
ま
で
　

□
と
こ
ろ
　
岩
村
歴
史
資
料
館

□
内
容
　
佐
藤
一
斎
著
「
言
志

四
録
」
や
「
愛あ

い

日に
ち

楼ろ
う

文ぶ
ん

詩し

」、

「
六ろ

っ

曲き
ょ
く

屏び
ょ
う

風ぶ

」
な
ど
の
展
示

□
料
金
　
３
０
０
円

共
通

　
　
佐
藤
一
斎
顕
彰
会（
鈴
木
）

志
０
９
０
―
８
１
３
５
―
２
４

２
１

　
本
市
と
中
津
川
市
が
舞
台
の

イ
ベ
ン
ト
「
恵
那
山
麓
博
覧
会

え
な
か
２
０
１
４
」
を
開
催
し

ま
す
。
地
域
の
食
べ
物
を
楽
し

ん
だ
り
、
歴
史
や
文
化
な
ど
を

体
験
し
た
り
で
き
る
４３
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
小
規
模
の
体
験
交
流

型
イ
ベ
ン
ト
）
が
あ
り
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
は
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.
enaka-gifu.com

/

）
や
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
（
市
役
所
ロ
ビ
ー
、
え

な
て
ら
す
な
ど
に
設
置
）
で
確

認
の
上
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
期
間
　
１０
月
１１
日
㈯
～
11
月

１６
日
㈰

□
と
こ
ろ
　
恵
那
山
麓
エ
リ
ア

（
本
市
と
中
津
川
市
）

　
　
え
な
か
事
務
局
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
え
な
こ
こ
内
）
志
２
２
―

９
２
１
１

　
自
転
車
を
活
用
し
て
こ
の
地

域
の
自
然
や
観
光
資
源
を
案
内

す
る
、
自
転
車
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド

の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
１８
日
㈯
午
前
１１

時
～
午
後
５
時
、
１９
日
㈰
午
前 

９
時
～
午
後
３
時
（
全
２
回
）

□
と
こ
ろ
　
保
古
の
湖
自
然
館

□
定
員
　
１０
人 （
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

□
講
師
　
丹
羽
隆
志
さ
ん
（
に

わ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
ズ
主

宰
）

　
　
　
　
根
の
上
高
原
観
光
保

勝
会
（
浮う

き

洲す

）
志
０
５
７
３
―

６
７
―
９
９
０
３

　
山
岡
町
内
の
１２
の
女
性
活

動
グ
ル
ー
プ
で
構
成
す
る
レ

デ
ィ
ー
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

学
び
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
学
習
会
や
講
演
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は「
食
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
１９
日
㈰
午
後
１

時□
と
こ
ろ
　
山
岡
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー

□
演
題
　「
健
康
で
楽
し
く
生

き
る
た
め
に
」

□
講
師
　
五
十
嵐
桂け

い

葉は

氏
（
鈴

鹿
医
療
大
学
非
常
勤
講
師
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｌ
Ｅ
Ｔ`

Ｓ
食
の
絆
顧

問
、
愛
知
県
栄
養
士
会
参
与
）

　
　
山
岡
振
興
事
務
所
志
５
６

―
２
１
１
１

□
と
き
　
１１
月
１１
日
㈫
、
１３
日

㈭
、
１８
日
㈫
、
２０
日
㈭
午
前
９

時
半
～
１１
時
半
（
全
４
回
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ

ブ
ン

か

８エ
イ
ト

、
８
・
１
を
使
い
、
文
字
入
力

や
マ
ウ
ス
と
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使

い
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
見

方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
を
学
び
ま
す
。

□
料
金
　
７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
１
３
０
０
円
程
度
が

必
要
）

□
定
員
　
１８
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
期
間
　
１０
月
１１
日

㈯
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で

□
そ
の
他
　
テ
キ
ス
ト
は
バ
ー

ジ
ョ
ン
に
合
わ
せ
て
準
備
し
ま

す
の
で
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
知
ら

せ
て
く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
受
講
す
る
方
は
、
１０

月
２７
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め
ば

優
先
さ
れ
ま
す

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン

講
座
受
講
生
を
募
集

　
最
近
、
市
か
ら
出
さ
れ
る
各

種
の
資
料
が
カ
ラ
ー
刷
り
で
出

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
を
地
域
で
の
会
議
資
料

と
し
て
印
刷
す
る
と
、
真
っ
黒

に
な
っ
て
見
え
づ
ら
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
地
域
で
コ
ピ
ー
利
用
す
る
と

思
わ
れ
る
印
刷
物
に
つ
い
て

は
、
カ
ラ
ー
部
分
を
薄
い
色
で

作
成
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
特
に
、
赤
や
青
の
濃
い
色

が
黒
く
な
り
ま
す
。
コ
ピ
ー
利

用
が
多
い
印
刷
物
は
計
画
書
、

報
告
書
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な

ど
で
す
。

　
　
　（
柘
植
さ
ん
・
飯
地
町
）

　
各
種
の
資
料
に
つ
い

て
、
コ
ピ
ー
が
想
定
さ

れ
る
場
合
は
、
白
黒
で
印
刷
し

た
り
、
薄
い
色
を

使
っ
た
り
す
る
な
ど

し
て
、
コ
ピ
ー
し
た

と
き
の
見
や
す
さ
を

考
慮
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

                

　（
総
合
政
策
課
）

　

燃
え
な
い
ご
み
袋
を
ば
ら
売

り
し
て
ほ
し
い
で
す
。
転
勤
族

な
ど
は
そ
ん
な
に
多
い
枚
数
は

要
り
ま
せ
ん
。

　
　
　（
上
原
さ
ん
・
長
島
町
）

　

現
在
、
可
燃
ご
み
袋

や
不
燃
ご
み
袋
の
ば
ら

売
り
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
ご
み
袋
に
つ
い
て
再
検
討

す
る
際
に
、
販
売
店
の
意
見
も

聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
環
境
課
）

市
か
ら
の
資
料
の
印

刷
濃
度
を
薄
く
し
て

ご
み
袋
の
ば
ら
売
り

を
し
て

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ
ベントや各種募集などを市内に周知するため
のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に
関する掲載はできません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　総合政策課
広報広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

▲地域を巡るツアーガイド

第
１８
回
言
志
祭

佐
藤
一
斎
ま
つ
り

恵
那
山
麓
博
覧
会
「
え

な
か
」
２
０
１
４
開
催

自
転
車
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド

養
成
講
座

問

問

申
・山

岡
町
レ
デ
ィ
ー
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
演
会

問

問

問

申
・

▲不燃ごみ袋

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 
15 142014.10.1 広報えな
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１
歳
に
な
り
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス
と
話
題

輝
く
恵
那
人

NEWS&

TOPICS

人
と
ま
ち

恵
那
の
今
を

お
届
け
し
ま
す

情

NE

TO

と
ま
ち

と
まま
ち

那
の
今
を

那
の
今
をを

園児たちが絵本に集中

父 母

父 母

父 母父 母

父 母

父 母

木藤　蒼
そ う

一
い ち

郎
ろ う

くん

た
く
さ
ん
食
べ
て

大
き
く
な
あ
れ
！

林 路
のり

花
か

ちゃん

大井町

和也さん 礼子さん

生
ま
れ
て
き
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う

毎
日
幸
せ
♡
一
緒

に
人
生
楽
し
も
う

父 母豪さん 美絵さん

９月３日

大井町

お
誕
生
日

お
め
で
と
う
！

　山県市で第36回少年の主張岐阜県大会が行われ、恵
那西中学校3年の西尾ひよりさんが最高の県知事賞を
受賞しました。西尾さんは舞台で「いじめ」をテーマに
した主張を繰り広げ、いじめで苦しんでいる人たちの力
になりたい気持ちを熱く語りました。

　
市
を
挙
げ
て
の
防
災
訓
練
が
市
内
の
各
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
明
智
小
学
校
で
は
、
明
智
町
の
住
民
ら
約
４
０
０
人
が
参
加
。

防
災
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
と
、
家
族
や
近
所
の
人
と
連
れ
合
っ
て
、

避
難
の
訓
練
を
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
炊
き
出
し
や
消
火
器
訓

練
、
応
急
手
当
、
簡
易
担
架
の
体
験
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
、
参
加
者
は
各
コ
ー
ナ
ー
を
順
番
に
回
り
ま
し
た
。

各地域で市を挙げての防災訓練

西尾 優
ゆ

七
な

ちゃん

少年の主張で県知事賞 ８月７日

　いわむら城
じょう
址
し
薪
たきぎ
能
のう
が恵那特別支援学校体育館で開催さ

れました。舞台では、舞
まい
囃
ばや
子
し
の「枕

まくら
慈
じ
童
どう
」や狂言の「萩

はぎ

大
だい
名
みょう
」を上演。3作目には、地元を題材に作られた新作

能の「覇
は
王
おう
」が披露されました。来場した約500人の

観客は、独特な能の雰囲気を楽しんでいました。

岩村を題材の新作能を披露 ８月23日

長島町で防災隊を結成 ８月18日

　市中央図書館で「ヘボ文化と昆虫食」と題した講演会
が開催され、約60人が聴講しました。講師は、串原で
日本の昆虫食の研究をしているシャーロット・ペインさ
んと上矢作町の加地浩さん。ヘボ（クロスズメバチ）の
習性や昆虫食の状況などについて紹介しました。

地域に根付く昆虫食を講演 8月30日

　中コミセンで長島町自主防災組織の発足と長島防災隊
の発隊式が行われました。自主防災組織は、主に災害時
に初期的対応を担う活動型の組織。防災隊は、消防団員
を退団したＯＢを中心に組織し、災害時には地域の指導
的な役割を担います。

涼平さん 彩さん

Happy Birthday

♡
ち
ぇ
ら
だ
ー
い

す
き
！
！
！

大野 碧
せ

来
ら

くん

佳仁さん 舞世さん

生
ま
れ
て
き
て
く

れ
て
あ
り
が
と

う
。
元
気
に
育
っ

て
ね
♡

岩村町

仁平 実
み

紗
さ

季
き

ちゃん

大井町

１
歳
お
め
で
と

う
！
元
気
に
大
き

く
な
ぁ
れ
！！

西尾 椛
か

蓮
れん

ちゃん

山岡町

千秋さん 裕子さん

か
わ
い
い
か
わ
い

い
椛
蓮
ち
ゃ
ん
♡

い
っ
ぱ
い
笑
っ
て

元
気
に
育
っ
て
ね

伊藤 悠
ゆう

真
ま

くん
武並町

父 母晋也さん 美和さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
た
く
さ
ん
食
べ

て
大
き
く
な
っ
て

ね
☆

伊藤 奏
かな

穂
ほ

ちゃん

大井町

陽太さん 公子さん

奏
ち
ゃ
ん
の
か
わ

い
い
笑
顔
は
癒
や

し
♡
優
し
い
女
の

子
に
な
っ
て
ね
♡

小野 愛
あい

果
か

ちゃん

三郷町三郷町

進太郎さん 千恵実さん

１
歳
お
め
で
と

う
！
た
く
さ
ん
食

べ
て
元
気
に
育
っ

て
ね

父 母
工藤 諒

りょう

成
せい

くん
武並町

務さん 美紀さん

諒
く
ん
お
め
で
と

う
！
１
歳
も
い
っ

ぱ
い
楽
し
も
う

ね
！

１０月生まれ

8月31日

大井町

父 母利典さん 知子さん

　吉田保育園で、地域の「読み聞かせの会」の３人によ
る本の読み聞かせが行われました。３から５歳児の園児
は、それぞれの部屋で年齢に合った本を読んでもらいま
した。園児たちは床に座って絵本に集中。どんどん話の
中に引き込まれていきました。

※コミセン＝コミュニティセンターの略 
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募集中

　１１月に１歳の誕生日を
迎えるお子さんの写真を募
集します。写真（なるべく
１人で胸から上で顔全体が
写っているもの）の裏に❶
住所❷氏名（ふりがな）❸
生年月日❹性別❺電話番号
❻両親の氏名❼２８字以内
のコメント❽ケーブルテレ
ビ放映の可否－を添えて、
１０月１５日㈬までに申し込
んでください。
　申し込み多数の場合は先
着順で掲載します。

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
総合政策課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）



　「
水
泳
が
自
分
の
存
在
意
義
」
と
話
す

の
は
、
高
校
3
年
生
の
吉
村
莉
奈
さ
ん
。

8
月
に
中
国
で
行
わ
れ
た
第
2
回
ユ
ー
ス

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
、
２
０
０
㍍

バ
タ
フ
ラ
イ
の
代
表
選
手
に
選
ば
れ
、
世

界
の
舞
台
に
初
挑
戦
し
て
き
た
。

　
吉
村
さ
ん
が
水
泳
を
始
め
た
の
は
５
歳

の
時
。
最
初
は
嫌
々
習
っ
て
い
た
が
、
少

し
ず
つ
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
、
周
り
か
ら

褒
め
て
も
ら
え
る
の
が
う
れ
し
く
て
、
気

付
け
ば
水
泳
が
大
好
き
に
な
っ
て
い
た
。

　
小
学
校
や
中
学
校
に
は
水
泳
部
が
な

か
っ
た
た
め
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

で
週
６
日
の
練
習
を
中
学
卒
業
ま
で
続
け

た
。
そ
の
後
多
治
見
西
高
校
に
進
学
し
、

初
め
て
水
泳
部
に
所
属
し
た
。そ
こ
で
は
、

今
ま
で
よ
り
も
さ
ら
に
厳
し
い
環
境
が

待
っ
て
い
た
。
先
輩
後
輩
の
上
下
関
係
や

礼
儀
、
あ
い
さ
つ
、
声
出
し
。
自
分
よ
り

レ
ベ
ル
の
高
い
先
輩
た
ち
に
囲
ま
れ
た
緊

張
感
。「
水
泳
に
対
す
る
意
識
が
、
ま
す

ま
す
真
剣
な
も
の
に
変
わ
っ
た
気
が
す

る
」
と
言
う
。
新
し
い
環
境
に
慣
れ
る
ま

で
は
大
変
だ
っ
た
が
、
厳
し
い
分
、
仲
間

と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
水
泳
に
打
ち
込
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
高
校
1
年
の
冬
、
足
首
と
腰
を
痛
め
て

し
ま
い
、
十
分
に
練
習
が
で
き
な
く
な
っ

た
。
結
果
も
出
始
め
、
も
っ
と
上
を
目
指

そ
う
と
意
気
込
ん
で
い
た
矢
先
の
故
障
。

「
焦
り
と
不
安
で
、一
番
つ
ら
い
時
期
だ
っ

た
」
と
振
り
返
る
。
コ
ー
チ
や
友
人
の
支

え
で
乗
り
越
え
、「
あ
の
時
期
が
あ
っ
た

か
ら
体
の
ケ
ア
を
気
を
付
け
る
よ
う
に
な

れ
た
」
と
、
自
分
の
糧
に
し
て
い
る
。

　
8
月
の
ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
国
体

で
は
、
思
う
よ
う
な
結
果
は
出
せ
な
か
っ

た
も
の
の
、
自
分
の
殻
を
破
る
攻
め
の
泳

ぎ
が
で
き
た
。
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
向
け
て

の
課
題
も
で
き
た
。「
結
果
に
落
ち
込
む

だ
け
で
な
く
、
良
か
っ
た
と
こ
ろ
を
見
つ

け
て
、
自
分
の
収
穫
に
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
が
成
長
か
な
」
と
無
邪
気
な
笑

顔
を
見
せ
た
。

　
夢
は
、
も
う
一
度
日
本
代
表
選
手
に
選

ば
れ
、
日
の
丸
を
背
負
っ
て
世
界
の
舞
台

で
泳
ぐ
こ
と
。
彼
女
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
だ
。

▲バタフライで力強い泳ぎを見せる

日の丸を背負い世界へ
２００㍍バタフライで国際大会に出場

□プロフィール

２００㍍バタフライが得意種目。平成２３年、
２４年、２５年の国体で入賞。ことしの全国
ジュニアオリンピックでは４位に入賞。

吉
よ し

村
む ら

 莉
り

奈
な

 さん　１８歳

長島町中野

恵那で輝いている旬な人を紹介します

　（写真提供：岐阜新聞社）
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１２０

※コミセン＝コミュニティセンターの略 

９月５日笠置でクライミングを満喫

　笠置コミセンと笠置山クライミングエリアで、クライ
ミング体験イベントが開催されました。コミセンでは、
設置された人工壁を使って小中学生らがクライミングに
挑戦。クライミングエリアでは、初心者らが23種類の
岩登りを楽しみました。

串原で多彩な催しを楽しむ

　くしはら温泉ささゆりの湯の近くのグラウンドゴルフ
場で、「やまびこミュージックフェスティバル」を開催。
大道芸や紙芝居の読み聞かせ、バンド演奏、ベリーダン
スなどが披露されました。来場者は音楽やパフォーマン
スを見たり、ダンスに参加したりして楽しみました。

親子でパン作りに挑戦

　飯地保育園で「親子パン作り」が行われ、10人の園
児とその保護者がパン作りを楽しみました。この日は、
チーズスティックパンとベルギーワッフルの2種類の
パン作りに挑戦。園児たちは、真剣に作業をしながらも
「手で生地をのばすのが楽しい」などと話していました。

小学生が催しを通して交流

　大井町青少年育成町民会議が主催する「大井町ふれあ
い広場」が、阿木川公園で開催されました。この日は、
約 150人の小学生らが参加。大道芸や紙芝居の上演、
ヨーヨー釣り、マスつかみなどを楽しみながら、町内の
小学生らの交流が図られました。

９月６日

北中で交流した3校の６年生

　恵那北と中野方、飯地小学校の6年生が、恵那北中
学校で交流を行いました。同中学校は、来年春から３校
の多くの児童が通う学校です。児童たちは、初めに運動
場で中学校の体育大会の総練習を見学。その後体育館で、
学校紹介やゲーム、ドッジボールで交流を深めました。

豊作を盛大に祝った抜き穂祭

　「恵
え な
奈の里次

すきまい
米みのり祭抜き穂祭」が、長島町正家の

田んぼで行われました。歌や演奏に合わせて38人の踊
り手が約300平方㍍の田んぼの周りを踊る中、19人の
男若衆が黄金色に実った稲を刈っていきました。祭りの
最後には、100臼の餅投げで豊作を祝いました。

９月７日９月10日

９月18日９月20日



ひと口メモ

恵那写真館
私の大好きな 1枚

発行　恵那市役所／編集　総合政策課広報広聴係
〒５０９-７２９２ 岐阜県恵那市長島町正家一丁目１番地１
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皆さんの
大好きな風景を
気軽に応募くだ
さい！

『広報えな』は環境に優しい再生
紙を使用しています。またインキ
は石油系ではなく、
地球に優しい植物
油を使用したもの
で印刷しています。

▲市メール配信サービス
　（登録用ＱＲコード）
　

音声告知放送の文字版ページ

▲

　（閲覧用ＱＲコード）

▲市ウェブサイト
  （閲覧用ＱＲコード）
あなたの知りたい情
報を分かりやすく提
供しています。

【File No.　　 富田ハナノキ自生地 とみだはなのきじせいち（岩村町富田1541-21）】

　「市の木」としても知られるハナノキ。氷河期までは世界
中に広く分布していたといわれているが、現在では日本の固
有種であり、東濃地方と愛知県、長野県の一部でしか自生し
ていない。ヒトツバタゴやシデコブシとともに、東濃地方の
珍しい木とされている。カエデ科カエデ属に分類されるカエ
デの仲間である。当地では４月上旬ごろに開花し、濃い紫が

紅葉する富田地区のハナノキ

かった紅色の花を咲かせる。これからの紅葉のシーズンを迎
えると、葉が鮮やかに紅葉または黄葉し、とても美しい。
　富田のハナノキ自生地には、幹周り 0.5 から 1.7㍍、高さ
11 から 18㍍のハナノキが 3 株自生しており、1922（大正
11）年10月12 日に国の天然記念物として指定された。こ
の指定は、岩村藩出身で、自然保護の先駆者であり世界的な
植物学者の三好学博士の貢献によるものである。

　ハナノキは、環境省では絶滅危惧Ⅱ類に選定されている。絶滅危惧Ⅱ類とは、絶滅の危
険が増大している種を分類するもの。「市の木」を次の世代に残すために何ができるのか、
ハナノキを眺めながら一度考えてみてはどうだろうか。

小さな駅ですが、夜の柔らかい
光に包まれた光景がとても好き
で、思わず「ただいま」と言い
たくなります。

恵那駅 夜景 

　　　　　　写真か画像データと❶住所❷氏名（ふりがな）❸電話番号
❹題名❺写真の場所（町名）❻お薦めの理由（７０字以内）―を記入した
用紙を持参するか郵送、電子メールで総合政策課広報広聴係へ提出する。

大井町　栗田有
ゆ み

美さん

次号は

１０月１５日号

発行日は

１０月１５日㈬です

広報えな No.２２９
２０１４年（平成２６年）

１０月１日発行

『広報えな』１０月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１１．２円（税込み）です。

（撮影地：恵那駅）

□応募方法

伝えたい、守りたい、まちの宝物

17




